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本
書
は
、
テ
ィ
ム
ー
ル
帝
国
（
一
三
七
〇
～
一
五
〇
七
）
の
草
創
期
の
歴
史
を
、

創
始
者
テ
ィ
ム
ー
ル
（
一
三
三
六
？
～
一
四
〇
五
）
の
生
涯
を
通
し
て
概
観
し
た

も
の
で
あ
る
。
テ
ィ
ム
ー
ル
は
、
チ
ャ
ガ
タ
イ
・
ウ
ル
ス
の
権
力
が
弱
ま
り
、

各
地
に
有
力
な
ア
ミ
ー
ル
た
ち
が
割
拠
し
て
い
た
中
央
ア
ジ
ア
を
再
び
統
一

し
、
西
ア
ジ
ア
ま
で
支
配
す
る
広
大
な
帝
国
を
築
い
た
。
支
持
基
盤
を
持
た

な
い
テ
ィ
ム
ー
ル
が
、
な
ぜ
政
権
を
樹
立
で
き
た
の
か
。
精
力
的
に
行
わ
れ

た
遠
征
の
目
的
は
何
か
、
な
ど
、
本
書
で
は
各
章
の
初
め
で
様
々
な
問
い
が

た
て
ら
れ
、そ

れ
を
検
証
し
な
が
ら
、テ
ィ
ム
ー
ル
の
実
像
に
迫
っ
て
い
く
。

以
下
、
簡
単
に
本
書
の
内
容
を
紹
介
す
る
。

 

 
第
一
章
「
稀
代
の
英
雄
の
登
場
」
で
は
、
テ
ィ
ム
ー
ル
の
出
自
や
そ
の
出

生
を
め
ぐ
る
諸
問
題
、
そ
し
て
テ
ィ
ム
ー
ル
帝
国
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た

モ
ン
ゴ
ル
帝
国
や
チ
ャ
ガ
タ
イ
・
ウ
ル
ス
の
歴
史
を
概
観
す
る
。
第
二
章
「
創

業
の
時
代
」
は
テ
ィ
ム
ー
ル
の
政
権
成
立
の
要
因
を
考
察
し
、
第
三
章
「
拡

大
の
時
代
」
で
は
、
テ
ィ
ム
ー
ル
の
遠
征
の
目
的
や
、
そ
れ
を
正
当
づ
け
た

論
理
を
検
証
す
る
。
以
上
の
過
程
で
、
テ
ィ
ム
ー
ル
は
チ
ン
ギ
ス
裔
を
傀
儡

の
君
主
に
擁
立
し
、
自
身
も
婚
姻
に
よ
っ
て
ハ
ン
の
女
婿
（
キ
ュ
レ
ゲ
ン
）
と

な
る
こ
と
で
支
配
を
正
当
化
し
て
、
自
身
の
威
信
を
高
め
た
こ
と
や
、
過
去

の
英
雄
た
ち
の
足
跡
を
辿
る
よ
う
に
、
次
々
に
遠
征
を
行
い
、
領
土
拡
大
を

目
指
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。

 

 
第
四
章
「
帝
国
揺
籃
の
地
マ
ー
・
ワ
ラ
ー
・
ア
ン
ナ
フ
ル
」
は
、
帝
国
の

中
心
と
な
っ
た
マ
ー
・
ワ
ラ
ー
・
ア
ン
ナ
フ
ル
に
お
い
て
、
遊
牧
民
が
季
節

移
動
す
る
際
の
冬
営
地
・
夏
営
地
が
ど
の
よ
う
に
選
定
さ
れ
た
か
を
扱
う
。

第
五
章
「
帝
都
と
首
都
圏
」
で
は
、
テ
ィ
ム
ー
ル
の
バ
ー
グ
（
庭
園
）
造
営
か

ら
、
都
市
建
設
に
お
け
る
テ
ィ
ム
ー
ル
の
世
界
観
を
探
る
。

 

 
第
六
章
「
テ
ィ
ム
ー
ル
の
死
を
め
ぐ
っ
て
」
は
、
テ
ィ
ム
ー
ル
死
後
に
行

わ
れ
た
葬
送
儀
礼
、
そ
の
後
の
後
継
者
争
い
、
そ
し
て
テ
ィ
ム
ー
ル
の
四
男

で
あ
る
第
三
代
シ
ャ
ー
・
ル
フ
（
一
三
七
七
～
一
四
四
七
）
が
政
権
を
握
る
ま
で

の
過
程
を
追
う
。
第
七
章
「
も
う
一
人
の
後
継
者
」
は
シ
ャ
ー
・
ル
フ
の
息

子
で
あ
る
第
四
代
ウ
ル
グ
・
ベ
グ
（
一
三
九
四
～
一
四
四
九
）
を
取
り
上
げ
、
彼

が
祖
父
テ
ィ
ム
ー
ル
の
遺
志
を
ど
の
よ
う
に
受
け
継
い
で
い
っ
た
の
か
に
着

目
す
る
。
そ
し
て
第
八
章
「
伝
説
の
な
か
の
テ
ィ
ム
ー
ル
」
で
は
、
テ
ィ
ム

ー
ル
の
称
号
「
サ
ー
ヒ
ブ
・
キ
ラ
ー
ン
」
や
彼
の
系
譜
に
注
目
し
、
後
世
に

伝
わ
る
テ
ィ
ム
ー
ル
の
伝
説
が
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
た
か
を
検
討
し
て
い
く
。
 

 
本
書
の
特
徴
は
、
テ
ィ
ム
ー
ル
の
事
績
だ
け
で
な
く
、
統
治
や
征
服
活
動

に
お
け
る
彼
の
意
図
や
論
理
、
テ
ィ
ム
ー
ル
死
後
に
受
け
継
が
れ
た
彼
の
遺

志
な
ど
に
も
注
目
し
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。「
チ
ン
ギ
ス
統
原
理
」
を
尊
重
し

た
政
策
や
建
築
事
業
か
ら
は
、
テ
ュ
ル
ク
・
モ
ン
ゴ
ル
的
遊
牧
民
の
精
神
を

受
け
継
い
だ
テ
ィ
ム
ー
ル
の
心
性
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
精
神
が
、
テ
ィ
ム

ー
ル
の
死
後
、
後
継
者
た
ち
に
も
受
け
継
が
れ
、
や
が
て
宮
廷
史
家
た
ち
に

よ
っ
て
、
彼
の
存
在
が
伝
説
化
さ
れ
る
過
程
が
描
か
れ
て
い
る
点
も
興
味
深

い
。
本
書
は
、
テ
ィ
ム
ー
ル
帝
国
の
初
期
史
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
だ
け
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で
な
く
、
テ
ィ
ム
ー
ル
自
身
の
こ
と
を
知
る
に
も
最
適
な
入
門
書
と
言
え
る

だ
ろ
う
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
金
谷
真
綾
）

 

 
 


